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Hot Line

小さいかぼちゃ
(プッチーニ､坊ちゃんなど)１個
玉ねぎ１/４個

【かんたん塩コショウかぼちゃ(写真右)】
❶かぼちゃの上部１/４を輪切りにする。
❷タネとワタをきれいに取りのぞく。
❸中に塩コショウをふりかける。
❹①で輪切りにした上部１/４をかぶせてフタをする。
❺ラップでくるみ、電子レンジで温めてできあがり。
【あっさり！丸ごとかぼちゃレシピ①(写真左上)】
❶～❷は同じ
❸玉ねぎとベーコンを塩コショウで炒め、溶き卵をからめる。
❹③をかぼちゃの中に入れて、バターを少量加える。
❺①で輪切りにした上部１/４をかぶせてフタをする。
❻ラップでくるみ、電子レンジで温めてできあがり。
【こってり！丸ごとかぼちゃレシピ②(写真左下)】
❶～❷は同じ
❸玉ねぎとベーコンを塩コショウで炒め、ホワイトソースと
生クリームをからめる。
❹③をかぼちゃの中に入れて、上にパセリのみじん切りをふ
りかける。
❺①で輪切りにした上部１/４をかぶせてフタをする。
❻ラップでくるみ、電子レンジで温めてできあがり。

かぼちゃは、「含まれていない栄養素はない」ほどの優れものです。
とても体によく、私もいつも食べています。電子レンジで簡単に調理
できるこのレシピを活用して、ぜひかぼちゃをたくさん食べて下さい。

尾花沢市正厳

井上 孝子 さん
いの うえ たか こ

ベーコン・塩コショウ・卵(溶き卵)
バター・ホワイトソース
生クリーム・パセリ

それぞれ適量

[電子レンジで温めるときの目安]
250ℊ５分
300ℊ６分
350ℊ６分30秒
400ℊ７分



土 が 好 き

■食のはなし／今月の表紙２

■土が好き３

■みちのく《－ＺＯＯＭ－ズーム》
収穫の秋はお米から！
～いよいよ出番、平成27年産米～

４

■みちのくＦＬＡＳＨ６

■平成27年産さくらんぼの作柄と
今後の果実生産に向けた対応 ９

■みんなのふれあい広場10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズルほか

12

■ふれあいINFORMATION
14

■わが家の味じまん16

酢は最古の調味料ともいわれ、日本には４～５世紀頃に中
国から伝わったとされています。アルコールを酢酸発酵して
造られ、昔は、酒を放置して自然に発酵させて造っていまし
た。そのため、酢は「酒造りに失敗してできたもの」といわ
れていたそうです。
主原料となるアルコールによって、その種類もさまざま。
米酢、麦芽酢、芋類や酒かす、トウモロコシを原料に造る酢
…。日本では古くから米酢が造られていましたが、安価なか
す酢が江戸時代に造られるようになり、寿司ブームと重なっ
て大流行。かす酢は今では赤酢と呼ばれ、高級な酢として使
われています。
酢には保存料としての役割もあります。寿司に酢飯を使う
のは、抗菌作用で魚の保存性を高めてくれるから。また、カ
ルシウムを溶かしたり、煮込むことでタンパク質を分解した
りする働きがあるため、肉や魚を骨から軟らかくするのにも
使われます。
古くから重宝されてきた酢は、今でも料理の幅を広げてく
れる優れものです。

酢

23

｢専業｣の道は上り坂
模索し､問いかけ､また一歩

PROFILE
村山市大久保

門脇 隆宏 さん（33歳）
かど わき たか ひろ

■アスパラ160㌃、さくらんぼ・白菜・水
稲などを栽培
専業農家として地域農業に関わり8年。
「農」に対する感性を研ぎ澄まし、農業の
労苦とその未来とを見つめ続ける。

―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
、
小
さ

い
頃
か
ら
農
作
業
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
の
で
、
な
ん
と
な
く
「
い

つ
か
は
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
か

な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
農
業
の
後
継
者
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
現
状
を
見
て
、
今
思

え
ば
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
自

分
が
就
農
し
て
地
域
農
業
を
少
し

で
も
元
気
に
で
き
た
ら
…
と
い
う

思
い
で
こ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

―
就
農
当
時
か
ら
の
気
持
ち
の
変

化
は
？

就
農
当
時
は
、
以
前
か
ら
家
で

作
っ
て
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
と
水
稲

だ
け
で
は
、
と
て
も
専
業
と
し
て

や
っ
て
い
け
な
い
な
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
自
分
で
新

し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
物
を
育
て
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
ず
っ
と
あ
っ

て
、
今
日
に
至
る
ま
で
何
種
類
か

の
野
菜
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。

本
格
的
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培

を
始
め
た
の
は
４
年
前
で
す
。
ア

ス
パ
ラ
作
り
の
先
生
と
呼
べ
る
方

と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

―
農
業
で
感
じ
た
こ
と
は
？

私
は
野
菜
農
家
で
す
の
で
、
主

な
仕
事
は
野
菜
を
栽
培
・
収
穫
す

る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が

膨
大
に
あ
り
ま
す
。
営
業
・
事
務

処
理
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
…
。
農
家
も
一
経
営
体
で
す
の

で
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前

で
す
が
、
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と

し
て
こ
な
す
自
分
の
親
を
は
じ
め
、

先
輩
農
家
の
方
々
は
本
当
に
す
ご

い
な
と
思
い
ま
す
。
並
大
抵
の
体

力
で
は
で
き
な
い
な
と
(笑
)

―
農
業
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
？

人
と
人
と
の
繋
が
り
は
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
就
農
し
て
か
ら
８

年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会

い
、
そ
し
て
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
も
自
分
の
こ
と

で
手
い
っ
ぱ
い
の
私
で
す
が
、
い

つ
か
、
私
が
お
世
話
し
て
頂
い
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
か
の
手
助

け
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

今
の
日
本
は
、
人
口
も
、
食
糧

の
消
費
量
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
若
い
人
も
小
食
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
ね
。
そ
の
一
方
で
世
界

の
人
口
は
増
え
続
け
、
食
糧
不
足

が
深
刻
な
問
題
に
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
の
行
方
も
目
が
離
せ
な
い
情

勢
で
す
。
今
後
、
農
業
は
ま
す
ま

す
難
し
い
局
面
に
向
か
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
、

ど
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
か
、
自
分
の
目
で
し
っ

か
り
見
極
め
る
と
共
に
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、
み

ん
な
で
乗
り
切
っ
て
行
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

タレント・食生活アドバイザー●岡村真純

今月の表紙

｢ ぼくのわたしのお母さん ｣

村山市楯岡二日町
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

髙 橋 大 史 さ ん（29歳）
たか はし ひろ ふみ

友里加 さ ん（29歳）
ゆ り か

幸 愛 く ん（５歳）
こう あ

一 颯 く ん（３歳）
い ぶき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
お母さんいわく「とにかく外で遊ぶのが好き」という、幸愛く

んと一颯くんの仲良し兄弟。幸愛くんはスケボーに自転車と何で
も乗りこなしますが、一颯くんはまだ、足で地面を蹴って動かす
“ストライダー”専門です。家ではたくさんのペットに囲まれて、
面倒見の良さも発揮している２人。そんな２人の将来の夢は「パ
パになること」!?実は、お父さんは建設機械のオペレーター。そ
の働く姿を見て、クレーンやユンボの操作に憧れているそうです。
お母さんからこどもたちへ
｢たくさん遊び、体を動かし、いろんなことにチャレンジして

いる２人。いつか一番大好きなものを見つけて、強い気持ちでが
んばっていってね♡｣



◎
村
山
は
103
「
や
や
良
」

◎
村
山
は
103
「
や
や
良
」

4５

９
月
15
日
、
尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の
尾
花
沢
地
区
中
ノ
段

検
査
場
所
を
皮
切
り
に
、
平
成
27
年
産
米
の
検
査
・
買
い
入
れ
が
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
稲
の
生
育
は
、
６
月
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
高
温
多
照
で
経

過
し
た
こ
と
か
ら
、
平
年
と
比
べ
て
２
〜
３
日
程
度
早
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
㎡
茎
数
が
多
く
、
生
育
は
旺
盛
に
推
移
し
ま
し
た
。
平
坦

部
の
出
穂
に
つ
い
て
は
、「
は
え
ぬ
き
」
が
平
年
よ
り
２
〜
３
日
早
い

８
月
５
日
頃
、「
つ
や
姫
」
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
８
月
10
日
頃
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
は
天
候
が
一
転
し
、
８
月
15
日
頃
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け

て
低
温
・
日
照
不
足
で
経
過
。
こ
の
た
め
全
般
に
登
熟
が
緩
慢
と
な

り
、
収
穫
適
期
は
「
は
え
ぬ
き
」
が
９
月
22
日
か
ら
、「
つ
や
姫
」
は

◎
平
年
並
み
、
順
調
な
生
育

◎
平
年
並
み
、
順
調
な
生
育

収穫の秋はお米から！収穫の秋はお米から！収穫の秋はお米から！
～いよいよ本番、平成27年産米～

▼

たわわに実った稲を刈り取り。豊穣の秋です（尾花沢地区）

尾花沢市立玉野小学校の3～6年生の児童39人
による稲刈りの体験学習。尾花沢地区青年部のメン
バーからやり方を教わり、同校の近くにある4㌃の
学習用の田んぼでチャレンジです。5～6年生が鎌
を使って「ヒメノモチ」の稲を刈り、3～4年生はそ
れを運んで「はせ掛け」で自然乾燥させました。
10月に脱穀作業を、11月はみんなで餅つきを行い
ます。

私たちも元気に刈り取り中

▼

よいしょ！刈った稲をリヤカーに積んで運びます

村山市立楯岡小学校の5年生113人による、「は
えぬき」の稲刈り体験学習。青年部楯岡支部メン
バーの指導を受けながら、約10㌃の水田で行いま
した。5月に植えた「はえぬき」を刈り取り、昔な
がらの「杭掛け」で木の杭に交互に重ねて天日干し。
10月以降に、脱穀作業や収穫祭も行う予定です。

▼

稲をかついで、青年部のお兄さんと「杭がけ」作業中。



当
Ｊ
Ａ
管
内
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
籾
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
）
は
、
尾
花
沢
が
９
月

12
日
、
大
高
根
が
14
日
、
大
石
田
が
15
日
、
村

山
市
中
央
が
16
日
か
ら
荷
受
け
を
開
始
し
、
順

調
に
稼
働
し
ま
し
た
。

◎
荷
受
け
作
業
も
進
行
中

◎
荷
受
け
作
業
も
進
行
中

東
北
農
政
局
山
形
地
域
セ
ン
タ
ー
は
10
月
２

日
、
平
成
27
年
産
水
稲
の
９
月
15
日
現
在
の
作

柄
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。
山
形
県
内
の
10
㌃

あ
た
り
の
予
想
収
量
は
614
㌔
、
作
況
指
数
103
の

「
や
や
良
」
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
域
別
の

作
況
指
数
で
は
、
村
山
が
103
（
10
㌃
あ
た
り
予

想
収
量
627
㌔
）、
最
上
は
102
、
置
賜
は
103
、
庄
内

は
104
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

玉野小学校9／24 9 楯岡小学校／16
９
月
末
か
ら
と
、
ほ
ぼ
平
年
並

み
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
域
の

収
穫
作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
産
米
の
放

射
性
物
質
検
査
が
旧
市
町
村
単

位
で
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
を

含
む
、
山
形
県
内
全
て
の
市
町

村
で
不
検
出
と
な
り
ま
し
た
。

▼

荷受け待ちの行列。カントリーエレベーター前に
トラックが並びます（村山地区）

▶
進
む
買
い
入
れ
検
査
（
村
山
地
区
）

▼

晴れた日の午後は、続々と荷受けが行われました（大石田地区）



オープン3周年を迎える大石田農産物直売所「つ
なぎ」で、9月26・27日の両日、大売出しが行われ
ました。この季節ならではの農産物が特価で販売さ
れ、オープン直後から多くの買い物客が訪れました。
調理方法について、店内に用意されたレシピを確認
したり、お客同士で話し合ったりする姿も。購入者
には「どまんなかうどん」１束がサービスされまし
た。

６７

｢ありがとう｣目標クリアーに感謝
ＪＡみちのく村山すいか生産部会は9月10日、
本店で「平成27年度 ＪＡみちのく村山すいか生
産部会販売求評会」を開催。すいかの販売実績が、
数量・販売金額ともに計画を上回った今季。その内
容について、重点取引市場の販売担当者と生産者代
表などが話し合いました。鎌田政光部会長は「この
40年でこれほど素晴らしい成績でクリアーできた
年もない。皆さんにありがとうと言いたい」とあい
さつ。出席した市場関係者も「消費地はスイカ以外
に喉を通らないような猛暑で、いい条件が揃った。
今後も安定生産に意欲的に取り組んでもらいたい」
と話しました。

３周年の｢つなぎ｣で大売り出し

▼

旬の農産物がずらり。吟味する買い物客

▼

あいさつする鎌田部会長(左端）

お
い
し
い
そ
ば
が
待
っ
て
い
る
！

18
回
目
の
そ
ば
花
ま
つ
り

村
山
産
の
そ
ば
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も

ら
う
「
そ
ば
花
ま
つ
り
」
が
９
月
５
日
、
大
高

根
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
人
た
ち
が
、
艶
や
か
に
光
る
ゆ
で
た
て
の
そ

ば
を
堪
能
。
真
っ
白
な
そ
ば
花
畑
な
ど
を
巡
る

無
料
観
賞
バ
ス
の
運
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
当
Ｊ
Ａ
の
村
山
地
区
女
性
部
大
高
根
支

部
の
メ
ン
バ
ー
も
出
店
。
玉
こ
ん
に
ゃ
く
や
団

子
、
焼
き
鳥
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

▼

魅惑の打ちたてそば
親子で「いただきます！」

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

130
人
が
腕
前
を
競
う

当
Ｊ
Ａ
の
ふ

れ
あ
い
ゴ
ル
フ

愛
好
会
は
９
月

８
日
、
村
山
市

の
さ
く
ら
ん
ぼ

カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
「
第
19

回
Ｊ
Ａ
み
ち
の

く
村
山
ふ
れ
あ

い
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
を
開
き
ま

し
た
。
組
合
員

▼

個人の部で優勝の鈴木通義さん（右）

▼

ナイスショット！有路好彦会長に
よる始球式

当ＪＡの女性部は9月9日、尾花沢市の花笠グラ
ウンド・ゴルフ場でスポーツ親睦会を開きました。
あいにくの雨模様でしたが、約60人がスティック
を手に、腕を競いました。競技終了後は「花笠の湯」
で食事会も行われ、笑顔あふれる親睦会となりまし
た。

20回目の激突 ＪＡの精鋭が奮闘
9月4日、県内各ＪＡと系統組織

による「第20回広域合併ＪＡ交流
親善野球大会」が行われました。そ
れぞれの団体から出場した9チーム
が、3会場に分かれてプレイボール。
当ＪＡと㈱みちのくサービスの選手
たちも、白熱した試合を繰り広げま
した。優勝はＪＡやまがたでした。

雨空もへっちゃら
仲間たちと楽しくプレー

▼

防寒具に身を包み、起伏のあるコースを巡りました

▼

ダッグアウト前に整列する「みちのく村山ナイン」。

雨
上
が
り
の
熱
戦

い
ざ
県
大
会
へ
！

９
月
10
日
、
村
山
市
の
金
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
第
14
回
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
組
合

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
年
金
友

の
会
の
会
員
95
選
手
が
参
加
。
直
前
ま
で
の
雨

の
た
め
、
水
た
ま
り
に
大
苦
戦
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
葉
山
支
店
代
表
の
芦
野
岩
夫
さ
ん

が
42
打
の
ス
コ
ア
で
優
勝
し
、
上
位
20
名
が
10

月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。

▼

優勝した芦野岩夫さん

▼

場内16コースを回り、選手たちは
親睦を深めました

山形市の㈱山形県食肉公社で９月14日、第
23回山形県内産山形牛枝肉共進会が行われま
した。県内で生産され、肥育した黒毛和牛
110頭が出品。当ＪＡの畜産農家は以下の成
績を収めました。

で
構
成
さ
れ
る
同
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、
関
連
団

体
あ
わ
せ
て
35
パ
ー
テ
ィ
、
130
人
が
参
加
。
始

球
式
に
続
い
て
各
メ
ン
バ
ー
ご
と
に
ス
タ
ー
ト

し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼

女性部メンバーも出店で奮闘。
多くの人でにぎわいました

管内の２畜産農家が入賞管内の２畜産農家が入賞

優秀賞１席・加藤直一さん
優 良 賞・㈱荻野畜産
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地
域
を
越
え
て

メ
ン
バ
ー
交
流

当
Ｊ
Ａ
の
青
年
部
は
９
月
４
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
の
敷
地
内
で
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
青
年
部
メ
ン
バ
ー
や
Ｊ
Ａ
の
役

職
員
な
ど
、
約
50
名
が
参
加
。
全
員
で

七
輪
を
囲
ん
で
会
食
し
、
仲
間
同
士
で

の
語
ら
い
の
機
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
部
の
星
川
祐
一
委
員
長
は
、「
違
う

地
区
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
交
流
で
き
る

い
い
機
会
。
大
い
に
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
。
秋
に
は
研
修
会
や
勉
強
会
も
行
う

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▼

今年度後半の活動に向けて、英気を養いました

猛
暑
に
そ
な
え
て
実
演
会

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
は
９
月
９
日
、

村
山
市
内
の
圃
場
で
、
ス
イ
カ
か
ん
水

チ
ュ
ー
ブ
機
械
の
実
演
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
年
は
猛
暑
が
長
く
続
き
、
ス
イ

カ
圃
場
で
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
の
必
要

性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も

の
。
会
場
に
は
生
産
者
な
ど
約
30
人
が

集
合
。
全
農
の
担
当
者
が
、
機
械
を

使
っ
て
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
と
マ
ル
チ
を

同
時
に
畑
に
敷
い
て
い
き
ま
し
た
。

「
薬
剤
を
撒
く
時
も
、
か
ん
水
チ
ュ
ー

ブ
を
使
う
と
作
業
が
楽
に
な
る
。
セ
ン

チ
ュ
ウ
対
策
と
し
て
、
圃
場
の
作
業
で

は
ロ
ー
タ
リ
ー
や
長
靴
を
必
ず
洗
浄
し

て
欲
し
い
」
と
担
当
者
は
説
明
し
て
い

ま
し
た
。

▼

敷かれたチューブとマルチを興味深く見守る生産者

４
月
〜
７
月
ま
で
の
気
象
に
つ

い
て
、「
山
形
県
の
天
候
」（
山
形

地
方
気
象
台
）
を
み
る
と
、

•
４
月
：
上
・
中
旬
の
多
雨
と
一

時
的
な
低
温
、
下
旬
の
高
温
と

少
雨

•
５
月
：
記
録
的
な
高
温
・
多
照
、

上
・
下
旬
の
少
雨

•
６
月
：
中
旬
の
少
雨
、
記
録
的

に
遅
い
梅
雨
入
り

•
７
月
：
高
温
、
小
雨

と
な
っ
て
お
り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の

収
穫
ま
で
高
温
・
乾
燥
傾
向
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
(図
１
、
表
１
)

１
．
結
実
は
昨
年
よ
り
や
や
良
好

４
月
中
旬
か
ら
の
高
温
に
よ
り

生
育
が
進
み
、「
佐
藤
錦
」
の
満
開

期
は
４
月
27
日
頃
で
、
地
域
に
よ

４
月
９
日
の
降
霜
に
お
い
て
、

県
内
で
は
生
育
の
早
い
地
域
や
品

種
な
ど
で
雌
し
べ
の
枯
死
な
ど
の

被
害
が
み
ら
れ
、
村
山
市
内
に
お

い
て
も
被
害
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
佐
藤
錦
」
に
お
け
る
雌
し
べ
枯

死
率
と
着
果
数
を
み
る
と
、
雌
し

べ
の
枯
死
率
が
80
％
以
上
に
な
る

と
着
果
は
著
し
く
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
(図
２
)。

な
お
、
着
果
に
ば
ら
つ
き
が
み

ら
れ
た
の
は
、
受
粉
樹
の
花
数
が

霜
害
に
よ
り
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

受
粉
樹
か
ら
離
れ
る
と
着
果
が
少

な
く
な
る
な
ど
、
受
粉
樹
の
量
、

人
工
受
粉
や
灌
水
な
ど
の
管
理
等

に
よ
り
、
結
実
の
園
地
差
が
大
き

く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
気
象
か
ら
み
て
、
防
霜

対
策
と
か
ん
水
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
特
に
近
年
、
７
月
ま
で

少
雨
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、

雨
よ
け
施
設
の
ビ
ニ
ー
ル
や
防

鳥
ネ
ッ
ト
の
被
覆
な
ど
高
所
で
の

作
業
が
多
い
で
す
。
被
覆
前
に
は

必
ず
施
設
の
点
検
を
行
う
と
と
も

に
、
安
全
対
策
を
行
っ
て
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

か
ん
水
設
備
の
導
入
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

１
．
安
定
し
た
着
果
に
向
け
て

毎
年
、着
果
が
少
な
い
園
地
は
、

受
粉
樹
が
少
な
い
こ
と
、「
佐
藤

錦
」
と
開
花
が
合
う
受
粉
樹
が
少

な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、「
佐
藤

錦
」
の
開
花
期
と
合
う
受
粉
樹
を
、

１
品
種
だ
け
で
な
く
数
品
種
導
入

し
、「
佐
藤
錦
」
の
開
花
期
間
を
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

２
．
安
定
し
た
品
質
に
向
け
て

着
果
が
多
い
場
合
は
、
早
期
に

摘
果
し
、
着
果
過
多
で
果
実
品
質

が
低
下
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
着
色
管
理
で
過
度
の
葉

摘
み
を
行
う
と
、
糖
度
の
低
下
、

着
色
不
良（
オ
レ
ン
ジ
色
の
着
色
）

を
招
く
の
で
、
取
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

３
．
安
定
し
た
生
産
に
向
け
て

樹
と
樹
の
間
隔
が
な
く
、
混
ん

で
い
る
園
地
が
み
ら
れ
ま
す
。
縮

間
伐
を
行
い
、
作
業
性
の
良
い
園

地
に
し
ま
す
。

る
開
花
の
差
が
少
な
い
状
況
で
、

結
実
は
概
ね
良
好
で
し
た
。

し
か
し
、
降
霜
被
害
が
み
ら
れ

た
地
域
で
は
、
園
地
に
よ
り
結
実

に
差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

２
．
果
実
品
質
は
例
年
よ
り
良
好

果
実
は
、
Ｌ
級
中
心
と
な
り
、

着
色
も
前
年
・
例
年
よ
り
良
好
と

な
り
ま
し
た
。

気
象
の
特
徴

本
年
の
作
柄

降
霜
の
影
響

今
後
の
生
産
に
向
け
て

安
全
な
さ
く
ら
ん
ぼ

栽
培
に
向
け
て

平平平平平
成成成成成
2222277777
年年年年年
産産産産産
さささささ
くくくくく
ららららら
んんんんん
ぼぼぼぼぼ
ののののの
作作作作作
柄柄柄柄柄
ととととと

平
成
27
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ
の
作
柄
と

平
成
27
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ
の
作
柄
と

今今今今今
後後後後後
ののののの
果果果果果
実実実実実
生生生生生
産産産産産
ににににに
向向向向向
けけけけけ
たたたたた
対対対対対
応応応応応

今
後
の
果
実
生
産
に
向
け
た
対
応

今
後
の
果
実
生
産
に
向
け
た
対
応

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
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手芸が得意な早坂さん。節句の飾りからパッ
チワークまで何でも手がけます。最初は少人数
で楽しんでいましたが、女性部の繋がりでどん
どんそのネットワークも拡大。「これなら作れ
そう、と思ったものはすぐチャレンジします。
手先と頭を使ってできるし、場所も取らないか
らいいですね」。そんな早坂さんの手芸品作り
は、こだわりにあふれています。人があまり使
わないような色・デザインの端切れをうまく活
用し、糊もできるだけ使わないスタイル。「今
年の冬は女性部で吊るし雛を作るかも。今後も、
みんなで遊びながら楽しくやっていきたいで
す」。

大石田町岩ヶ袋大石田町岩ヶ袋

早 坂 みち子 さん(65歳)早 坂 みち子 さん(65歳)
はやさかはやさか ここ

とし や た え こ

利也さんと多恵子さんの長女。ごはんはまだ離
乳食が主ですが、食欲はびっくりするほど旺盛で
す。お菓子の袋をカサカサさせるだけで反応し、
バナナはまるまる一本食べることもあるとか!?成
長ぶりも頼もしく、自分で立って歩いてご満悦。
台所をのぞき込んだり、テーブルに上がったり、
ときどき家から脱走しちゃったりと、目を離せな
いくらい活発です。たくさんいる親戚の子たちの
中でも、その元気さは誰にも負けません！

◆お母さんから真結ちゃんへ
｢わんぱくな真結は、よく食べてよく動く子。

これからも健康に…あと、もうちょっと大人しく
育ってね(笑)｣

大石田町横山大石田町横山

渡 部 真 結 ちゃん（１歳）渡 部 真 結 ちゃん（１歳）
わたなべわたなべ まゆまゆ
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根
お
ろ
し
」
を
ご
飯
の
友
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
大

根
お
ろ
し
に
、
定
番
の
ナ
メ
コ
や
納
豆
は
も
ち
ろ
ん
、

ほ
ん
の
少
し
ぜ
い
た
く
に
、
イ
ク
ラ
や
カ
ニ
缶
の
組
み
合
わ

せ
も
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

(村
山
市
48
歳
会
社
員
)

の
好
き
な
ご
飯
の
お
供
は
、
な
す
・
き
ゅ
う
り
の
漬

物
で
す
。
き
ゅ
う
り
漬
け
や
、
な
す
の
ぺ
そ
ら
漬
け

な
ど
、
色
々
作
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
お
み
漬

け
や
、
大
根
・
白
菜
な
ど
の
漬
物
の
季
節
で
す
。

(村
山
市
67
歳
)

き
な
ご
飯
の
お
供
は
、
手
作
り
辛
み
そ
で
す
（
材
料

は
、
米
こ
う
じ
、
味
し
ょ
う
ゆ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ

ガ
ラ
シ
）。
ア
ケ
ビ
を
油
で
焼
い
て
、
こ
の
辛
み
そ
を
つ
け

て
食
べ
る
と
お
い
し
い
で
す
。

(大
石
田
町
66
歳
)

米
に
な
め
こ
の
み
そ
汁
、
そ
し
て
、
ま
だ
小
さ
い
青

菜
を
お
ろ
ぬ
い
た
お
み
漬
け
で
ご
飯
を
食
べ
れ
ば
、

あ
と
は
何
も
い
り
ま
せ
ん
。

(村
山
市
75
歳
)

欲
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
青
菜
漬
け
を
刻
ん
だ
も
の

を
納
豆
に
ま
ぜ
て
、
あ
っ
た
か
い
ご
飯
に
か
け
る
と

い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
お
つ
ゆ
が
あ
れ
ば

最
高
で
す
。

(村
山
市
73
歳
主
婦
)

の
好
き
な
味
噌
こ
う
じ
。
ピ
リ
ッ
と
辛
く
、
こ
う
じ

の
甘
さ
と
し
そ
の
実
の
香
り
、
味
噌
の
う
ま
み
が
美

味
し
い
で
す
。
沢
山
作
っ
て
友
達
に
お
す
そ
分
け
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
絶
対
、
ご
飯
が
２
、
３
杯
は
い
け
ま
す
ヨ
‼
新

米
で
き
る
の
、
味
噌
こ
う
じ
作
っ
て
待
っ
て
だ
は
あ
〜
‼

(尾
花
沢
市
55
歳
主
婦
)

し
柔
ら
か
く
炊
い
た
ご
飯
に
、
か
つ
お
節
の
だ
し
汁

と
し
ょ
う
ゆ
を
入
れ
た
納
豆
を
か
け
る
と
、
食
が
進

み
ま
す
。
お
か
わ
り
が
し
た
く
な
り
ま
す
。
少
し
高
価
な
も

の
で
は
タ
ラ
コ
も
好
き
。
も
っ
と
安
く
て
い
っ
ぱ
い
あ
れ
ば
、

こ
れ
も
お
か
わ
り
し
て
食
べ
た
い
で
す
ね
。

(村
山
市
80
歳
農
業
)

か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
よ
う
や
く
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市
58
歳
)

は
暑
す
ぎ
、
秋
に
入
っ
た
と
思
っ
た
ら
寒
い
日
が
続

き
…
。
農
家
に
と
っ
て
は
本
当
に
困
り
ま
す
。
一
日

も
早
く
太
陽
の
出
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
(村
山
市
80
歳
)

れ
あ
い
』
の
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
、
毎
号
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
記
事
も
写
真
が
多
く
て
、
と
て
も
見
や

す
い
で
す
。

(村
山
市
60
歳
農
業
)

近
で
活
動
し
て
い
る
方
々
の
情
報
が
得
ら
れ
る
Ｊ
Ａ

だ
よ
り
、
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
前
の

「
み
ち
の
く
ぼ
い
す
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
蛇
は
私
も
大
嫌

い
‼
で
す
。

(尾
花
沢
市
64
歳
主
婦
)

出
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
‼
」
コ
ー
ナ
ー
に
載
っ
て
い

た
方
が
、
同
じ
地
区
だ
っ
た
の
で
興
味
を
持
っ
て
読

み
ま
し
た
。

(尾
花
沢
市
80
歳
)

域
の
情
報
を
、
写
真
つ
き
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
回
楽
し
く
読
ん
で
ま
す
☆(大

石
田
町
29
歳
会
社
員
)

今
月
の

テ
ー
マ

ご
飯
の
お
供
は

や
っ
ぱ
り
コ
レ
！

飯
の
お
供
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り

「
の
り
た
ま
」
で
す
。
あ
た
た
か
い

ホ
カ
ホ
カ
の
ご
飯
に
、
の
り
た
ま
を
パ
ラ
パ
ラ
ッ
と

か
け
、
一
気
に
か
き
込
む
の
が
最
高
で
す
。

(村
山
市
15
歳
学
生
)

ご

◇
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
球
技
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ま
で
、
皆
さ

ん
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
や
、
ま
わ
り
で
流
行
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
を
教
え
て
下
さ
い
。「
こ
の
競
技
を
テ
レ
ビ
で
見
る
の

が
好
き
！
」
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
思
わ
ず
体
を
動
か
し
た
く
な

り
、
ウ
ズ
ウ
ズ
す
る
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

｢私
・
わ
が
家
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
」
で
す
。

11月
モナ･カサンドラ

牡羊座 ３/21～４/19

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月。
意識してプラスに考えてみましょう。日
記や手帳を読み返すと参考になりそう

牡牛座 ４/20～５/20

双子座 ５/21～６/21

蟹座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22

乙女座 ８/23～９/22

天秤座 ９/23～10/23

蠍座 10/24～11/22

射手座 11/23～12/24

山羊座 12/22～１/19

水瓶座 １/20～２/18

魚座 ２/19～３/20

ヨコのカギ
①暦の上ではこの日から冬です
②今から24時間前はこれ
③五輪で優勝した選手のメダル
の色

④黄身を取り囲んでいます
⑤作物の等級「特秀･秀･――･
良」

⑦友人に手紙で――を報告した
⑨カラオケ機器の画面に表示さ
れます

⑪小船を数えるときに使う言葉
⑫金太郎がクマと相撲を取った
――山

⑬登山に使う綱のこと
⑮野球場のダイヤモンド ――手
⑯ろうそくを燃やすと出てくる
黒い粉

⑰稲穂に実ります

タテのカギ
①土俵の上で戦います
③馬に乗る人 ジョッキーとも
いいます

⑥牛の頭に生えるもの
⑦11月23日は――感謝の日
⑧ポストに郵便物を入れること
⑩食紅は食品用の――
⑭代表的な品種はラ・フランス
⑯土を使わずに植物を育てる
――栽培

⑱栗の実を守るトゲトゲ
⑲イカを干して作ります
⑳テレビなどの出演料のこと

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応 募 方 法
[ハガキ記入例]

◆応募のきまり
•[ハガキ記入例]を参考に記入して下さい。１人につき１枚有効です。
•みちのくぼいすの｢今月のテーマ｣の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります(みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります)。

◆送り先
•ハガキ………上記［ハガキ記入例］をご参照下さい。
•電子メール…fureai＠mitinoku.or.jp
•ＦＡＸ………0237－55－5825
◆応募締め切り 10月26日(月) ※当日消印有効
◆発 表
•｢ふれあい｣11月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
•クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で５名と、みちのくぼい
すの｢今月のテーマ大賞｣の方１名に､図書カードをプレゼントします｡

９
月
号
の
答
え
は

「
タ
イ
イ
ク
ノ
ヒ
」
で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の
５
名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

•
鈴
木
よ
を
子
さ
ん
(村
山
市
櫤
山
)

•
田
中
公
美
子
さ
ん
(村
山
市
河
島
乙
)

•
柴
﨑

佳
子
さ
ん
(村
山
市
楯
岡
湯
沢
)

•
折
原
敬
一
郎
さ
ん
(尾
花
沢
市
行
沢
)

•
長
瀬

優
さ
ん
(大
石
田
町
横
山
)

<９
月
号
の
解
答
>

答え
○○○

○○

テーマに
関する身

近な話題

や｢ふれ
あい｣へ

のご意見
・

ご要望を
お願いし

ます。

郵便番
号

住
所

氏
名

年
齢

職
業

電話番
号

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
52

19

20

16

17

18

13

14

15

10

11

12

８

９

６

７

１

２

３

４

５

Ａ

Ｂ

Ｄ

20

21

17

18

19

14

15

16

12

13

９

10

11

６

７

８

１

２

３

４

５

Ａマ ツ タ ケ ワ タ
ジ ツ ワ ト リ イ
ワ シ ユ ク バ
リ カ ビ シ ダ
コ ノ ワ タ イ

ヒ ケ シ ラ ツ コ
ル イ ケ イ リ ン

Ｅ

Ｃ

Ｆ

Ｂ

Ｃ

私 ｢大

好新食私少暑

夏『ふ身｢私
、

地次
回
の
テ
ー
マ
は

【全体運】発想が両極端になり思わぬ失敗
を招きがち。客観的な立場の人からの助
言を大切に。気晴らしには音楽鑑賞を

【全体運】思い悩みやすい傾向あり。あれ
これ気にしないで、開き直ってしまうの
が正解。花を飾るのも運気上昇に効果的

【全体運】気の合う仲間たちとにぎやかに
過ごしたい期間｡飲み会や旅行などの企画
を｡温めていたプランの実行も好結果に

【全体運】わがままになりやすいかも。周
囲の意見にも謙虚に耳を傾けると、開運
のきっかけに。気分転換には創作活動を

【全体運】対人運に恵まれる予感。初対面
の相手でも気軽に話し掛けて。趣味など
の集まりにも意欲的に参加すると幸運が

【全体運】人と協調することで、チャンス
に恵まれる時期。持ち前のサービス精神
を発揮して。気分転換にはダンスが有効

【全体運】パワフルに行動できそう。新し
い試みが成功しやすいので、どんどんチ
ャレンジを。未体験のことほどツキあり

【全体運】のんびり過ごせます。頼まれ事
など、やるべき作業を早めに済ませ、そ
の後、プライベートタイムを満喫して

【全体運】ちょっとした変化がハッピーを
招く鍵に。部屋の模様替えなど行ってみ
て。グループレジャーも楽しめそう

【全体運】こだわりが強くなり、周りとも
める原因に。意固地にならないよう、ご
用心。行楽に出掛けリラックスして

【全体運】やる気が高まり、諦めていた事
柄にも再トライする勇気が湧いてくる気
配。ひらめきアップにはドライブが最適

Ｄ

Ｅ
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理事会
だより

ＪＡみちのく村山合併20周年記念式典

第７回理事会が９月17日開催。主な議
案と内容は以下のとおりです。

第１号 平成27年産米の取扱い方針につ
いて

第２号 農産物検査業務規程の一部変更
について

第３号 平成27年度賦課金の徴収について
第４号 個人情報保護に関する規程類の

改定について
第５号 和牛センター管理規程の廃止に

ついて
第６号 余裕金運用等にかかるリスク管

理手続の一部改正について
第７号 合併20周年記念式典ならびに祝

賀会について
第８号 第27回ＪＡ山形県大会にかかる

組織協議について
第９号 大口貸出の承認について
第10号 出資口数の減口について

【報告事項】
•経過報告および行事予定について
•主要勘定・安全性の指標について
•平成27年度仮決算監事監査実施要領に
ついて

•内部監査実施結果報告（受託組織会
計）について

•平成26年産米（ＪＡ米・一般米）仮精
算の実施について

•平成28年産つや姫生産者募集について
•米の放射性物質検査について
•平成27年度大玉すいか販売実績について
•すいか選果施設再編整備事業の経過報
告と今後の進め方について

•｢ＪＡ飼料用米対応資金｣の取扱いにつ
いて

•ＪＡ貯金「サマーキャンペーン2015」
の実績について

•傷害共済集団加入の推進について
•合併20周年記念事業ＪＡ共済親と子の
交通安全ミュージカルの開催について

詳細は旅行センター ☎５５－６３１４まで
お気軽にお問い合わせ下さい

相談ご希望の方は、お気軽に10月23
日(金)まで本店管理部総務課(☎55-
6311)へお申し込み下さい。相談日時
など詳細については後日直接本人にご
連絡いたします。相談は無料です。

10月の税務相談

袖崎雪室研究会結成20周年記念行事

ＪＡみちのく村山 合併20周年企画

綾小路きみまろ爆笑ライブと綾小路きみまろ爆笑ライブと綾小路きみまろ爆笑ライブと

スパリゾートハワイアンズスパリゾートハワイアンズスパリゾートハワイアンズ

◆旅行日程／
平成27年12月11日(金)～12日(土)

◆旅行代金／
29,800円《大人 お1人様(4～5名１室利用）》

わくわく夢らんどわくわく夢らんどわくわく夢らんど
2016年春休み

◆実施時期／
平成28年3月平日(春休み期間)

◆旅行代金／62,000円
◆最少催行人員／30名様
定期積金お申込みで、とってもお得な2,000円割引
◎積立方法 (例)6,000円×10回
※積立方法・回数について詳しくはＪＡスタッフに
お問い合わせ下さい。

利雪に取組み20年利雪に取組み20年
それから新たな展望へそれから新たな展望へ

豊富な雪エネルギーを農業分野に活用す
るための講演会です。当日は、約20年前の
雪室米の試食会も予定しております。どな
たでも参加できますが、事前申込みが必要
です。詳しくはお問い合わせ下さい。

11月13日(金)
午後1時30分～午後4時30分

日 時

クアハウス碁点 もがみの間
場 所

ＪＡみちのく村山 村山営農センター
☎0237－55－6313(担当・草苅)

参加費／無料

◆申込・問合せ

◆日時／11月８日(日) ◆場所／村山市民会館大ホール
※詳しくは、本店管理部までお問い合わせ下さい。
☎0237-55-6311

収穫感謝生活フェア展示即売会
◆日時／10月23日(金)・10月24日(土) 午前９時～午後５時
◆場所／ＪＡグリーンおばなざわ駐車場内特設会場

道の駅尾花沢「ねまる」収穫感謝祭
◆日時／10月24日(土)･25日(日) 午前９時～午後６時30分

10月31日(土)･11月１日(日) 午前９時～午後６時30分

㈱みちのくサービス秋の収穫感謝祭
◆日時／10月24日(土)・25日(日) 午前10時～午後５時
◆場所／村山・尾花沢車両センター

大石田収穫感謝祭
◆日時／10月31日(土) 午前９時～午後３時
◆場所／ＪＡグリーンおおいしだ特設会場

ふるさとフェア村山
◆日時／11月３日(火･祝日)午前10時～午後１時 ◆場所／本店

ジュエリーフェア・紳士服展示会
【村 山】 ◆日時／10月30日(金) 午前10時～午後７時

10月31日(土) 午前10時～午後６時
◆場所／本店３階ホール

【尾花沢】 ◆日時／11月13日(金) 午前10時～午後７時
11月14日(土) 午前10時～午後６時

◆場所／尾花沢営農センター３階

廃プラ回収最終日程
【村 山】 10月22日(木) 大倉・西郷・葉山・大高根・戸沢

10月23日(金) 楯岡・袖崎
◆回収時間／午前９時～午後３時(正午～午後１時まで昼休み)
◆回収場所／河島工業団地内 ㈲明泰

【尾花沢】 10月20日(火)～10月21日(水) 全地区
11月５日(木)・11月18日(水)

◆回収時間／午前９時～午前11時30分
◆回収場所／東部すいか選果施設付近(尾花沢)

【大石田】 10月29日(木) 豊田・海谷
10月30日(金) 大石田・横山

◆回収時間／午前８時～午前10時
◆回収場所／西部すいか選果施設付近(大石田)

不要農薬と農薬空容器の回収廃棄処分の実施について
【村 山】 ◆日時／11月25日(水) 午前９時～午前11時

◆場所／葉山事務所(旧葉山支店)
【尾花沢】 ◆日時／11月18日(水) 午前９時～午前11時

◆場所／東部すいか選果施設付近(尾花沢)
※廃プラ回収の最終日にあわせて実施します。

【大石田】 ◆日時／10月31日(土) 午前９時～午後２時
◆場所／ＪＡグリーンおおいしだ前駐車場

《廃棄料金》◆150円／１㎏(消費税別)
※１㎏未満の場合でも１㎏と計算します。
※支払いは現金または貯金振替になります。
※一部、水銀剤等の特別管理農薬は別途料金（全
て実費徴収）となります。

詳しくは、各経済事業所までお問い合わせ下さい｡

※申し込み〆切／11月５日(木)

残りわずか！
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